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1
阿蘇市の

財政状況
【普通会計】

市の会計のうち、公営企業等の会計を

除いた会計です。

阿蘇市
市政報告会
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・令和元年度の歳出決算額は、１９６.３億円であり、前年度と比べ減少しました

・平成２４～２６年度の九州北部豪雨災害関連事業費は、約６７億円です（ピンク部分）

・平成２８～令和元年度の４ヵ年の熊本地震災害関連事業費は、約１６５億円です（ピンク部分）

億円
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・令和元年度の決算額は、約２４億円であり、合併当時から約７億円削減しています

・人件費には、職員給与のほか、議員報酬、特別職給与、共済組合の負担金等が含まれます

・令和元年度の職員数（H31.4.1現在）は２６７人であり、合併当時から１００人以上の職員を減らして
います

人
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・令和元年度の決算額は、約３０億円であり、合併当時と比べると約２倍になっています

・平均すると毎年約１億円ずつ扶助費が増加しており、今後も増加が続く見込みです

・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療などの事業費は、普通会計に含まれていません
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・令和元年度の決算額は、約４９億円で、前年度より約９億円減少しました

・災害復旧事業費（赤色）が令和元年度でほとんど完了したことで減少しております

それに伴い普通建設事業費が増加しております
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・令和元年度末の市債残高は、約２１５億円です

・合併特例事業のソフト事業分である地域振興基金の造成事業の借入（４億２千万円）

等により残高が増加していますが、残高の７４％にあたる約１５９億円が後年度の

普通交付税に算入されます 7



・基金とは、家庭に例えると定期預金のようなものです

・令和元年度末の積立金残高は、過去最高の約４８億円で前年度より約７億円増加しました

・将来負担に備え、必要に応じて積み立てた基金を有効に活用してまいります
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健全化判断比率の状況

・令和元年度決算で、本市の４つの指標は、全て国が定める健全化基準以下でした
・このため、本市の財政状況は、概ね健全であると言えます
・国が定める健全化基準を超えるような場合、国が直接行政運営に関与し厳しい対策が
なされます

①実質赤字比率

〇財政規模を示す値（標準財政規模）に対する、普通会計の実質的な赤字額の比率

②連結実質赤字比率

〇財政規模を示す値（標準財政規模）に対する、水道・病院など全会計の実質的な赤字額の比率

③実質公債費比率

〇財政規模を示す値（標準財政規模）に対する、令和元年度に普通会計で支払った負債（公債費等）の割合

④将来負担比率

〇財政規模を示す値（標準財政規模）に対する、将来支払うべき負債（公債費等）の割合

13.42％ 20％なし

注意（健全化計画） 危険（国が関与）

0％

18.42％ 30％

注意（健全化計画） 危険（国が関与）

0％

25％ 35％
7.7％【7.5％】

注意（健全化計画） 危険（国が関与）
0％

350％
57.1％【69.0％】

注意（健全化計画）
0％

※各比率の 【 】 内は前年度の数値です。

なし
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2新型コロナ
ウイルス感染症
への対応

阿蘇市
市政報告会
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新型コロナウイルス感染症への対応①

◆新型コロナウイルス感染症対策本部の設置
２月２１日 市対策本部設置（任意対策本部）
４月 ７日 緊急事態宣言発令 →法定対策本部に移行
５月２５日 緊急事態宣言解除 →任意対策本部に移行 →継続中

【対策本部会議】・・・これまでに２６回開催
【主な対策】①市民への感染拡大防止対策等の周知

②公共施設の利用中止の決定（最大５６施設）
③熊本県等への感染拡大防止の要請書等の提出

◆保険税・保険料の減免

新型コロナウイルス感染症に罹患、又は事業収入等が３割以上減少
するなど要件に該当した世帯の国民健康保険税、介護保険料、後期
高齢者医療保険料を減免

※ご相談は各担当課へ（税務課及びほけん課）
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新型コロナウイルス感染症への対応②

◆引き続き、感染症拡大防止対策の徹底及び
「新しい生活様式」の実践をお願いします。
●マスクを着用しましょう。
●こまめな手洗いやうがい、手指等の消毒を
行いましょう。

●人と人との距離を確保しましょう。
●「３つの密」のある場所、感染が流行している
地域への外出する際は、注意しましょう。

◆季節性インフルエンザの流行期の対応
●上記と同様に感染防止対策をお願いします。
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う観光産業への経済対策

１．阿蘇市宿泊客誘致緊急対策事業 ２．阿蘇市スポーツ合宿支援事業

３．阿蘇市教育旅行支援事業

【対象者】教育活動の一環として、教職員の引率により児童生徒が宿泊を伴って行う旅行（修
学旅行、校外旅行、体験学習等）を企画及び実施する旅行代理店 （令和３年１月～受入開始）

新型コロナウイルス感染症の影響で宿泊客
が減少していることから、宿泊需要の喚起及
び宿の利用促進による市内経済の活性化を
図るための緊急措置として、九州圏内から
の宿泊者の宿泊料金の割引分を助成する。

スポーツ合宿による市内体育施設の有効活

用、交流人口の拡大及び地域経済の活性
化を図るため、市内で宿泊を伴うスポーツ合
宿を実施し、且つ延べ宿泊数が２０人泊以
上となる学校及び団体等に対して支援する。

体育館、武道場、グラウンド、クロスカントリーコースなどホテル、旅館、ペンション、民宿、キャンプ場、ゲストハウスなど

【市内宿泊施設に２泊以上宿泊する教育旅行であること】 【１泊以上の宿泊から適用】

①宿泊費補助

②体験学習料補助

③有料施設入場料補助

④昼食代補助

①貸切バス補助

※定員25名以上のバス利用
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● 阿蘇市事業継続支援補助金
● 阿蘇市事業継続支援補助金（家賃補助）

緊急事態宣言中に新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止の
取組みとして、一時休業や時短営業を行った事業者に対し、下
記の支援を行いました。

● 阿蘇市ウェルカム商品券事業

新型コロナウイルス感染症による事業者への支援

宿泊者を商店街等へ誘導する取組みとして、次の支援を行いま
した。

• 宿泊者一人当たり1,000円分の商品券
• 宿泊施設登録数 52件
• 店舗登録数 160件
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避難所における新型コロナウイルス感染症対策

検温、避難者名簿の作成、手指消毒液、マスクの設置、問
診による体調チェック、避難所内の十分な換気と定期的な除
菌作業の実施。

1. 分散避難
・安全な場所にいる人まで避難する必要はありません。
・安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。
・やむをえず車中避難する場合は、周囲の状況に十分
注意してください。

2. 避難所への避難する場合
・マスク・体温計・スリッパは持参してください。

避難に関する２つのポイント
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3阿蘇市の

公共交通
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路線バス

阿蘇市では、産交バス株式会社が路線バスを
運行しており、現在９つの路線があります。
路線番号 路線名 主な経路

1 阿蘇市環状線（道尻・右） 阿蘇駅⇒内牧⇒道尻⇒宮地⇒阿蘇駅

2 阿蘇市環状線（道尻・左） 阿蘇駅⇒宮地⇒道尻⇒内牧⇒阿蘇駅

3 阿蘇市環状線（山田・右） 阿蘇駅⇒内牧⇒山田⇒宮地⇒阿蘇駅

4 阿蘇市環状線（山田・左） 阿蘇駅⇒宮地⇒山田⇒内牧⇒阿蘇駅

5 内牧乙姫線（右回り） 阿蘇駅⇒内牧駅⇒小里⇒内牧⇒内牧駅⇒阿蘇駅

6 内牧乙姫線（左回り） 阿蘇駅⇒内牧駅⇒内牧⇒小里⇒内牧駅⇒阿蘇駅

7 内牧線 阿蘇駅⇔成川⇔内牧

8 杖立線 阿蘇駅⇔内牧⇔南小国⇔杖立

9 うぶやま環状線 宮地駅⇔笹倉⇔産山村⇔宮地駅

⚫ 路線番号１～７番は、運賃の上限が３００円です。
⚫ 路線番号１～６番は、阿蘇医療センターを経由します。
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乗合タクシー

⚫路線バスが運行していない地域には、公共施設や商店街、
医療機関のある市街地（宮地・内牧・坊中）を結ぶ公共
交通機関として「乗合タクシー」を運行しています。

⚫事前の予約が必要となり、運行日や運行時間が決まって
いますが、利用者の方々で乗り合って行くことにより、
料金も低額で安心して利用できます。

地域 市街地
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ＪＲ豊肥本線全線開通

８月８日、熊本地震により不通となっていた豊
肥本線が全線で運行を再開しました。

⚫ 被災した赤水駅と内牧駅の駅舎についても開通前に
復旧済み。

⚫ 震災以前の運行本数を確保。

⚫ 阿蘇市、竹田市、ＪＲ九州の三者による「ＪＲ豊肥
本線を活用した観光振興のための協定」に基づき、
豊肥本線の利用促進及び阿蘇・竹田両地域の活性化
を図ります。
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4
保健・予防・

福祉の取組み

阿蘇市
市政報告会
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子育て支援センターは旧乙姫小へ本移転します
（移転改修工事施工中）

経緯

⚫ 三久保地区で運営されていた子育て支援センターは、築50年以上が経
過し施設の安全性の確保が困難なことから、ことし3月に解体しました。

⚫ 本移転先は、他の子育て支援センターとの地理的バランスや災害等の
被災歴、公共施設の有効活用の観点から検討し、旧乙姫小学校の校舎
を活用することとなりました。

今後のスケジュール

⚫ ことし9月から工事に着工。（事業費：約1億3千万円）

⚫ 来年４月の開所を目標に施工中。

阿蘇市子育て支援センター移転改修事業について
～旧乙姫小学校を活用した再整備～
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【坂梨保育園】 旧坂梨小学校への移転計画

計画概要

⚫ 坂梨保育園は建築後４０年が経過し、施設全体の老朽化に加え、トイレや
調理室等の設備も古くなっていることから、安全で安心な保育施設の確
保と、現代の多様な保育ニーズ環境に対応するため、旧坂梨小学校を活
用します。

⚫ 現在、旧坂梨小学校は京都大学火山研究センターが利用しており、今年
度末に移転予定。

⚫ グラウンド部分は一部を保育園庭及び駐車場として活用を予定し、その
他の部分はこれまでどおり社会体育のグラウンドとして継続予定。また、
体育館についても、社会体育施設として現行のとおり活用予定。

⚫ 旧坂梨小学校・坂梨保育園のように、これからも地域から愛され、支えて
いただくような施設を目指します。

子育て支援センターの移転・坂梨保育園移転計画に関するお問い合わせ

福祉課子育て支援係 ☎２２－３１６７
23



令和２年４月から
子ども医療費助成制度がスタートしました

「子ども医療費助成制度」とは、子どもの疾病の早期治療を促進し、健康の保持と健全
な育成を図るため、保険診療による医療費の一部負担金を助成する制度です。

問合せ先 阿蘇市役所 市民部 福祉課 電話 0967（22）3167（直通）

●０歳～１８歳までの自己負担額が無料となります。
●阿蘇市内の医療機関・調剤薬局の外来で保険診療分医療費の窓口負担が不要です。

(受給者証・健康保険証の提示が必要です。) 
●入院費用や阿蘇市外の医療機関・調剤薬局の保険診療分医療費は、後日、市に申請
書と領収証を提出することで全額助成します。

年齢区分
令和２年４月からの負担金

外来 入院

小学校就学前まで

自己負担なし小学１年生～中学３年生
中学卒業後～１８歳まで

※18歳とは18歳になって最初の３月31日まで。
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令和２年度秋の住民健診(複合健診)が始まります！
～今年度最後の健診です～

【日程】11月4日（水）～12日（木）

＜お問い合わせ先＞
ほけん課健康増進室 TEL：22-5088 お知らせ端末：56-5088

健診の種類
⚫ 30歳代健診 特定健診 後期高齢者健診

⚫ がん検診 （肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮が
ん前立腺がん、超音波健診）

健診をご希望の方で、お手元に健診セット（問診
票等）をお持ちでない方は、事前に下記までご連
絡ください。
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令和２年度 秋の住民健診日程

月日 時間 場所

11/4(水) 7：30～11：00 波野体育館

11/5(木)
11/6(金)

7：30～11：00 一の宮体育館

11/7(土) 7：30～11：00 一の宮保健センター

11/8(日)～
12(木)

7：30～11：00 阿蘇第2体育館
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阿蘇市健康ポイント事業「あるきだす2020」

あなたの健康づくり応援します

◆ メタボ該当者が多い（男性の3人にひとり）
◆糖尿病が多い（HbA1c6.5％以上は6人にひとり）

適正体重を維持すること
⚫ 適切な量の食事
⚫ かたよりのない食事
⚫ 適度な運動

生活習慣の改善は難しい

⚫ きっかけがない
⚫ 努力が必要
⚫ 続かない
⚫ 一人で頑張れない

歩数計アプリを使ってあるきだす2020
⚫運動をはじめるきっかけに
⚫毎日の歩数を確認し努力を見える化
⚫楽しみながら
⚫仲間とともに

今年度は、歩数のみの取組みですが、次年度は、運動以外でも健康づくり
に取り組むとポイントがもらえる仕組みを準備中！
＜お問い合わせ先＞ほけん課健康増進室 TEL：22-5088 お知らせ端末：56-5088

健康課題
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人・農地プランの作成について

将来の人と農地について話し合いましょう！

地域の課題
●高齢化と担い手不足が進んでいます。
●自分や地域農業者で、この先、何年耕作ができるでしょうか？
●いざという時、だれが農地を引き受けてくれるでしょうか？

５年先、１０年先の農業について、「だれが、どうやって守っていく

のか」を地域で話し合い将来方針を定める「人・農地プラン」
の実質化の取り組みが必要です。

◆スケジュール
・１０月以降、集落ごとに座談会を開催してい
きます。
・令和３年度内を目途に取りまとめていきます。
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アンケート調査や話合いを通じて、農業者の年齢階層別
の就農や後継者の確保の状況を地図により把握します。

対象地区の相当部分について、おおむね５年から10年後
の農地利用に関するアンケート調査を行います。

「人・農地プラン」の策定スケジュール

現況把握（地図）

対象地区を集落ごとに細分化し、５年から10年後に農地
利用を担う中心経営体に関する方針を決めます。

将来方針の作成

2020年2月
実施済み

2020年10月～
各集落にて
話し合い活動を
開始

アンケートの実施
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阿蘇駅周辺の整備状況

第２駐車場
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・これまでの登録物件数７２件
・ うち、契約成立件数４３件
・現在の公開物件数 １９件
・利用登録者数 １５６名
・ うち阿蘇市内７９世帯、市外７７世帯

空き家バンクのお問い合わせ先
阿蘇市経済部まちづくり課
0967-22-3318
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ＪＲ豊肥本線の利用促進と地域間交流による地域活性化

１．スイッチオン！豊肥本線全線開通プロジェクト

１．阿蘇竹田ブランド観光推進協議会による
パンフレット・ポスターの発行、旅行商品造成

２．阿蘇竹田つまみ食い周遊バスの運行
バス乗車代金＋グルメクーポン3種＝2,500円

３．駅から観光タクシーの特別格安プラン
阿蘇神社、大観峰、草千里などへコース設定

４．阿蘇カルデラツアー新規７種をラインナップ
阿蘇火山の大地で草原文化にふれる旅など

５．阿蘇市内８つの駅での歓迎ムードの創出

33



中岳火口見学エリアの新たな整備計画に向けた検討

１．中岳火口の見学再開 （令和２年９月１日～）

バス通路（舗装道）330ｍ
見学エリア約50ｍ

Ａ地点 バス乗降地点

1年4ヶ月振りとなる中岳火口の

見学再開。コロナ禍への対応と
して、従来の安全監視に加え、
有料道路手前での検温チェック
やマスク着用の徹底化などを図
り、安心して火口見学が出来る
ような体制づくりを強化。

２．中岳火口の見学に関する現状と改善目標

３．新たな見学エリア整備イメージ

新しい見学エリアにはバス輸送且つ
ツアー形式による見学を想定する。

平成28年10月の噴火以降、以前

より火山ガスによる規制が増加し、
噴火前の7割程度であった見学時
間は6割を切っている。一日に何

度も規制が発生し、見学者に対し
て十分な環境を提供できていない。
この火山ガスは風向きによって移
動するため、昭和54年以前の見

学場所であった北西側に一部見
学エリアを設け、見学の機会を増
やす。

改
善
策
の
案

現在の見
学エリア
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交通インフラ開通に合わせた観光振興への取組み

１．阿蘇リバイバルキャンペーン

３．観光案内所の新設

２．阿蘇市観光大使の任命

４．誘導案内板の整備

35



国立・国定公園、温泉地でのワーケーションの推進

「ワーク（仕事）」と「バケーション（休暇）」を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレ
ワークを活用しながら、働きながら休暇をとる過ごし方。ハイブリッドな働き方。働き方改革と新
型コロナウイルス感染症の流行に伴う「新しい日常」の奨励の一環として位置づけられる。

１．ワーケーションとは？

２．阿蘇ワーケーションの取組み （案）

▲コワーキングスペース ▲子ども遊び・親子遊び ▲ファミリーアシスタント ▲ラゲッジサービス

ワーケーション環境の確立により、長期滞在の実現を目指す。阿蘇で働くという新しいライフ
スタイルを示し、平日の活性化に寄与するとともに、将来的な移住・定住にも視野を入れる。36



文化観光推進法に基づく地域計画の認定

１．文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律

文化の振興を観光の振興と地域の活性化につなげ、これによる経済

効果が文化の振興に再投資される好循環を創出することを目的とす
るもの。文化資源の魅力の解説・紹介を行うとともに、積極的な情報
発信や交通アクセスの向上、多言語・Ｗｉ-Ｆｉの整備を行うなど、文化

施設そのものの機能強化や、さらに地域一体となった取組みが必要。
文化を深める機会の拡大、国内外からの観光旅客の来訪の促進へ。

２．阿蘇ジオパークの拠点施設を中核とした文化観光の推進に係る地域計画 （５か年計画）

阿蘇ジオパーク

▲阿蘇火山博物館

▲溶岩トンネル

▲野焼き

▲草原ライド

▲ガイドツアー

文化観光拠点施設

飲食施設

宿泊施設

販売施設

１．法律に基づく協議会
阿蘇ジオパーク推進協議会
２．文化観光拠点施設
阿蘇火山博物館
３．認定による国等の支援
１）法律上の特例措置
・道路運送法、文化財登録
２）予算上の措置
・文化クラスター補助事業
３）税制優遇措置
・譲渡等の所得税の控除
４）地方財政措置
・地方負担の特別交付税

全
国
10
か
所
に
認
定
・九
州
で
は
１
か
所

宿
泊
客
数
増
加
と
来
訪
者
満
足
度
向
上37



6
熊本地震からの
復旧状況
（国道57号など）

阿蘇市
市政報告会
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中九州横断道路
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令和2年度 災害発生状況

合計 30件 2.7億円
44



7
災害に備える
～命を守る行動を～

阿蘇市
市政報告会
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防災ハザードマップ

自分の命は自分で守る行動

46

災害リスクのへの正しい理解、命
を守る行動の心がけ、早めの避
難、危険区域の確認など、「自分
の命は自分で守る」という意識を
持つことが大事。

【ポイント】
● １，０００年に一度の降雨を想
定した、最大規模の洪水浸水
想定区域を記載

● 熊本地震以降の地形を考慮
した土砂災害特別警戒区域
（レッ ドゾーン・イエローゾー
ン）を記載



防災行政無線のデジタル化

～多様な情報ツールを活用し、防災情報を一度の操作で迅速に配信！～

老朽化した防災行政無線のデジタル化を図り、災害に強い独自回線を構築します。

※スマホアプリでは、それぞれの利用者に向けたタイムリーな「防災情報」をお届けします。
47



8
教育委員会

の取組み

阿蘇市
市政報告会
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阿蘇市の教育
＜阿蘇市教育目標＞

ふるさとを誇りとし、認め合い、学び合い、励まし合い、未来を拓く活力あ
る阿蘇市民を育成する

＜阿蘇市教育方針＞

郷土を愛するたくましい子どもの育成に努めるとともに、市民が生涯にわ
たって生きがいと潤いのある生活を営むことができる生涯学習社会の実現を
目指す

1. 確かな学力の育成
ＩＣＴ環境整備 英語教育 土曜授業 小中連携教育
新型コロナウイルス感染症対策

2. 地域とともにある学校づくり
コミュニティｰ・スクール（平成25年度スタート、平成31年度から全校で実施）

地域学校協働活動

3. 豊かな心と体の育成
人権教育・道徳教育の充実、体験活動の推進
社会教育・社会体育の取組

4. 歴史と文化の継承
世界文化遺産登録の推進 阿蘇神社の災害復旧の現状 49



【学校教育ＩＣＴ環境整備】

職員室

WIFI
WIFI

体育館

学 校

教室

WIFI

①【校内LAN整備】
・全小中学校情報通信ネットワーク構築

自 宅

③【児童生徒 １人１台 タブレット端末整備】
・児童生徒用 １，４３０台
・教師用 １２７台

④【ICT機器を活用した家庭学習】
・家庭用ルーター
・タブレット固定スタンド
・教師用マイク 等 各学校に整備

⑤【家庭学習】

阿蘇インターネット光

②【学習サイトの利用】

50



【新型コロナウイルス感染症対策】

１．臨時休業
①期間：令和２年４月１５日から５月３１日まで（祝休日含んでいます）
②臨時休業中対応（主なもの）
• 学校からの学習計画の提示及び進捗状況の把握並びに対応
• 小学校：タブレットドリル（東京書籍）
• 中学校：スタディサプリ（リクルート）
• 中学校：既設置タブレット端末貸出
• 家庭でのインターネット利用不可の中学生：阿蘇インターネット光使用対応及び

ルーター貸出
• 児童生徒等の心のケアに努める

２．感染防止、学力対応
①スクールバス増便、増台
• 運行回数の増便：朝夕の便数増
• スクールバス増台：１５台から１６台に増

②マスク、消毒液、体温計等学校設置
③学習支援員 ３名追加（７月から）
④スクールサポートスタッフ６名追加予定（９月から）
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≪阿蘇市の地域学校協働活動≫
① 家庭教育支援活動
② 放課後子供教室
③ 地域未来塾
④ 様々な活動

⚫日常活動支援（フッ化物洗口、読み聞かせ等）
⚫授業支援（教科指導、農業体験活動、福祉体験活動等）
⚫学校行事支援（地域体験活動、避難訓練等）
⚫郷土学習（伝統芸能指導等）
⚫環境整備（除草作業、花壇整備等）
⚫その他（部活動指導、夏休みのラジオ体操等）
⚫地域行事への参加（どんどや、祭り等）

地域とともにある学校づくり

地域・家庭と学校が連携・協働して
行う活動

52



中学校の取組小学校の取組

中学校の取組小学校の取組

【阿蘇市の教育 地域とともにある学校づくり】

草原体験学習

地域体験活動

地域体験活動

福祉体験活動53



≪ 学校から地域へ （地域貢献） ≫

放課後子供教室地域未来塾

54



【社会教育・社会体育の取組】

英会話講座

パソコン講座

阿蘇市民地域対抗駅伝大会

阿蘇っ子クラブ 55



阿蘇神社の災害復旧の現状

「阿蘇」の景観を守る宣言（R2.1）
再提案書を提出

（R2.3）
シンポジウムの開催

（R2.1）

H28～30年度
（2016-2018）

R元年度
（2019）

R2年度
（2020）

R3年度
（2021）

R4年度
（2022）

R5年度
（2023）

調査・部材の修復

組立工事

解体格納工事
楼門
（重文）

拝殿
（未指定）

R2.7
素屋根完成

R3.1～
組立開始

R4.8
上棟

R5.12
完成(予定)

設計

再建工事

R3.6
完成(予定)

楼門の素屋根完成
（フォトモンタージュ施工）56



９
阿蘇医療センター
のご紹介

阿蘇市
市政報告会
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2020-4 橋山医師
（小児科）

古閑医師
（消化器外科）

下村医師
（内科）

木村医師
（循環器内科）

湯本医師
（内科）

甲斐医師
（脳神経外科）

宮本医師
（循環器内科）

井上医師
（内科）

坂本医師
（整形外科）

髙宗歯科医師
（歯科口腔外科）
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診療実績

59

元年度■（52,106人）

30年度▲（53,101人）

29年度◆（51,922人）

元年度■（27,119人）

30年度▲（31,877人）

29年度◆（32,210人）

外来患者数 入院患者数 救急患者数
病床
稼働率

平均在院
日数

紹介率 逆紹介率 手術件数
カテーテル

検査実施件数

元年度 52,106人 27,119人 883人 61.7% 14.0日 37.4% 40.5% 146件 77件

30年度 53,101人 31,877人 881人 72.8% 17.0日 35.9% 34.6% 131件 71件

29年度 51,922人 32,210人 886人 73.5% 16.8日 34.9% 29.8% 170件 67件

ＣＴ撮影 MRI撮影 透析件数
リハビリ
単位数

臨床検査数 内視鏡検査数 超音波検査数 人間ドッグ

元年度 3,728件 2,405件 3,513件 39,372件 102,791件 879件 2,278件 175件

30年度 3,758件 2,374件 4,516件 50,749件 95,317件 836件 2,300件 82件

29年度 4,144件 2,317件 5,192件 52,473件 97,252件 806件 1,498件 82件

4,224

4,438

4,125

4,405
4,590

4,430
4,633

4,321
4,555

4,388 

3,886 

4,111 

3,000

4,000

5,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

外来患者数

2,522
2,707

2,406 2,275 2,350
2,128 1,871

2,272
2,363

2,022

2,092
2,111

1,000

2,000

3,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入院患者数
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経営状況

60

阿蘇郡市内

阿蘇中央病院

1,519,706 1,843,649 1,791,723 
1,806,465 

1,712,659 

2,096,838 2,251,130 
2,263,464 

2,390,822 2,402,953 

72.5%

81.9%
79.2%

75.6% 71.3%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

200,000

700,000

1,200,000

1,700,000

2,200,000

2,700,000

H27 H28 H29 H30 R1

医業収支
医業収益 医業費用 医業収支比率

（％）
（千円）

2,030,023 
2,169,511 2,120,339 2,177,724 2,135,112 

2,196,282 2,356,677 2,367,609 2,506,718 2,519,165 

92.4% 92.1%
89.6% 86.9% 84.8%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

200,000

700,000

1,200,000

1,700,000

2,200,000

2,700,000

H27 H28 H29 H30 R1

経常収支

経常収益 経常費用 経常収支比率
（％）

（千円）
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政策医療に基づく指定・認定状況

脳卒中
脳卒中急性期拠点病院
脳卒中回復期医療機関

平成30年4月
から5年間

急性心筋梗塞
急性心筋梗塞急性期拠点病院
急性心筋梗塞回復期医療機関

平成30年4月
から5年間

がん 熊本県がん診療連携拠点病院 令和2年4月指定

糖尿病 糖尿病外来、栄養サポートチーム

精神疾患 阿蘇やまなみ病院と連携

救急医療 救急告示病院 平成26年8月指定

災害医療 災害拠点病院 平成26年8月指定

へき地医療 へき地医療拠点病院 平成30年3月指定

小児医療 小児慢性期特定指定医療機関 平成27年1月指定

周産期医療 阿蘇温泉病院と連携

在宅医療 在宅医療サポートセンター 平成31年1月指定

感染対策医療 第2種感染症指定病院 平成11年4月指定

<５疾病>

<５事業+2（在宅・感染）>
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研修医受け入れ状況

62

令和２年度臨床研修医（修了者含む）
（写真上段左から）木村優一医師、古閑悠輝医師、井形元維医師、宮本信三循環器内科部長
（写真下段左から）橋山元浩医局長、山下ちひろ研修医、甲斐豊院長、湯本信也副院長

氏名 研修名 研修期間

光吉 こころ 熊本赤十字病院後期研修医（専攻医） R2.1.4～R2.6.30

市川 亮 熊本赤十字病院後期研修医（専攻医） R2.7.1～R2.9.30
楠本 周平 熊本赤十字病院後期研修医（専攻医） R2.10.1～R2.12.31

福水 希梨 熊本赤十字病院後期研修医（専攻医） R2.10.1～R2.12.31
桑原 奈歩 熊本赤十字病院後期研修医（専攻医） R3.1.1～R3.3.31
佐藤 誠也 新別府病院臨床研修2年目「地域医療」 R2.6.1～R2.6.30

奥村 祐生 熊本中央病院臨床研修2年目「地域医療」 R2.6.22～R2.7.17
井手 淳之介 熊本医療センター研修医2年次臨床研修 R2.7.6～R2.7.31

蛯原 優花 熊本大学病院群卒後臨床研修プログラム（研修医2年目研修） R2.8.1～R2.8.31
河津 葵耶 熊本大学病院群卒後臨床研修プログラム（研修医2年目研修） R2.9.1～R2.9.30

里永 賢郎 新別府病院臨床研修2年目「地域医療」 R2.9.28～R2.10.23

岡村 亮太 熊本中央病院臨床研修2年目「地域医療」 R2.10.26～R2.11.20

川﨑 高志 熊本中央病院臨床研修2年目「地域医療」 R2.11.30～R2.12.25

五嶋 恵佑 熊本赤十字病院初期研修プログラム「地域医療研修」 R2.12.7～R3.2.28
安部菜央子 新別府病院臨床研修2年目「地域医療」 Ｒ3.3.1～Ｒ3.3.26 62
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がん診療拠点病院

2020-4
熊本県がん診療
連携拠点病院

認可

63



2019-1-9 指定書交付式

2019-3-23 キックオフミーティング

地域在宅医療サポートセンター
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2015-8-11 MERS対策（阿蘇保健所） 2019-2-27 熊本空港検疫

2018-7-11（院内研修） 2019-12-16 （阿蘇広域消防）

阿蘇医療センターは熊本県指定感染症病院の一つ
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2020-2-20
熊本県内一例目のPCR検査

感染症病棟（4床）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 計 2020-9-29現在

入院数
（人）

5 0 1 3 7 0 16 入院数 0

阿蘇医療センターに入院した新型コロナ感染症陽性患者

熊本県指定感染症病院 → 新型コロナ感染症の対応
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新型コロナ感染症の長期問題

病院の経営
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新型コロナ感染症の長期問題

検査体制 → インフルエンザ流行期
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熊本県の新型コロナ感染症の推移
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